
Windows 11 24H2でNASにアクセスできない場合の対処方法

本手順はNASにアクセス用のユーザー情報を登録し、このユーザーで認証させる方法となります。
以降の図解はBuffalo LinkStatiionを例に示しています。
他メーカーのNASでは設定画面が異なりますのでご注意ください。



NASの設定画面にログインします。

ログイン方法およびパスワードが分からない場合は弊社担当迄お問い合わせください。



詳細設定を選択します。



ユーザーの設定ボタンを選択します。



ユーザーの作成を選択します。



認証用として設定するユーザー名とパスワードを入力しOKを推します。（パスワードは必須）

今回の例では
ユーザー名
パスワード
ともに １ を入れています



ユーザーが追加されたことを確認し閉じるボタンを押します。
（パソコン毎に別々の認証情報にしたい場合は、ここで複数のユーザー追加をします）



設定画面からログアウトします。



Windows11 24H2が適用され、NASにアクセスできないパソコンで「設定」を選択します。



検索欄に 資格 と入力すると候補が表示されるので「資格情報マネージャー」を選択します。



Windows 資格情報を選び 「Windows資格情報の追加」を選択します。



NASのホスト名もしくはIPアドレスを指定し、NASに追加したユーザー名と
パスワードを入力してOKを押す。

パソコンで使用しているNASのショートカットがIPアドレスの場合は ¥¥ipアドレス
ホスト名の場合は ¥¥ls210** 等のホスト名を指定。
ネットワークドライブ割当をしている場合は、上記迄の作業完了後にパソコンを再起動して
ドライブ割当が利用できるかを確認します。

file://ip
file://ls210**
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